
 

 

 

皆様におかれましては益々ご健勝のこととお

慶び申し上げます．マイクロ・ナノ工学部門は，

皆様のご協力の下，様々な活動を行っておりま

す．本ニュースレターでは第 101 期部門長の挨

拶，昨年度の部門活動や昨年度に行われた学

会，今年度の学会案内について報告させていた

だくとともに，部門設立 10周年の特集記事およ

び分野連携について掲載させていただきます． 

 

 

第 101期マイクロ・ナノ工学部門長 

挨拶 

 

慶応義塾大学 

教授 三木 則尚 

 

 

 

 

第 101 期のマイクロ・ナノ工学部門，部門長を

務めております慶應義塾大学の三木則尚です．

会員の皆様には，日頃よりのマイクロ・ナノ工学

部門へのご協力，誠にありがとうございます．部

門として会員の皆様に貢献できますよう，山崎美

稀副部門長（株式会社日立ハイテク），森本雄

矢幹事（早稲田大学）とともに，部門運営にあた

ってまいります． 

皆様ご存じの通り，マイクロ・ナノ工学部門は，

マイクロ・ナノをキーワードに，既存の部門に横

串を刺す横断的部門として，まずは専門会議と

して設立されました。5 年間の専門会議を経て部

門となり，そこから 12 年になろうとしています．近

年機械学会が部門連携や新分野を重視し，年

次大会や，また部門評価においても連携に重き

を置いています．社会からの要請はもちろんで

すが，マイクロ・ナノ工学部門の成功にも大いに

刺激されたのでは，と自負しております． 

マイクロ・ナノ工学が分野として認知されたの

はうれしいことではありますが，一方で，専門会

議設立から 15 年以上たつマイクロ・ナノ工学部

門が，「すでにある部門」としてコンフォートゾー

ンを提供し，ややもすれば会員をその中に留め

てしまうのではないか，という危惧もあります．設

立当初の目的であった，横串を刺す，の本質は

異分野連携であり，そして多様性の涵養です．こ

れを肝に銘じ，本年度も部門大会であるマイク

ロ・ナノ工学シンポジウムは，Future Technologies 

from Kumamoto という傘の下，「センサ・マイクロ

マシンと応用システム」シンポジウム，集積化

MEMS シンポジウム，化学とマイクロ・ナノシステ

ム学会研究会と併催します．マイクロ・ナノ工学

シンポジウムに参加登録いただけると，他の 3会

議にも参加できます．特にポスターセッションで

は，各シンポジウム参加者が文字通り入り乱れて，

盛んに議論が交わされます．このような他部門，

他学会との連携を促進するために，部門内に分

野連携委員会（繁富香織委員長（北海道大学））

が設置され，活発な活動が行われています．た

だし，専門分野の多様性は比較的ある一方で，

運営委員会 32委員のうち，女性はまだ 5名と少

なく，年齢や，企業／大学などの職種，さらには

国籍に関する多様性を増やしていかねばなりま

せん． 

マイクロ・ナノ工学部門が，会員の皆様が多様

な分野と連携を進めるための，「適切な」コンフォ

ートゾーンになるよう，部門運営を頑張っていき

たいと思いますので，皆様も是非ご協力のほど，

よろしくお願いいたします． 

 

 

2022年度マイクロ・ナノ工学部門活動報告 

 

2022 年度の主な活動は以下のとおりです． 

・2022年11 月22 日に「COMSOLによるマルチ

フィジックス解析-基礎からの実習と最新の活用

事例紹介-」をオンライン形式にて開催しました．

企業，大学，学生と幅広い方からご参加いただ

き，オンラインでの実施は高評価をいただきまし

た． 

・日本機械学会 2022年度年次大会では，マイク

ロ・ナノ工学部門設立 10周年を記念したセッショ

ンが行われました．  

・部門賞として 3 件，部門一般表彰として 2 件

の表彰を行いました． 
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・若手研究者の育成・支援，優れた研究成果の

顕彰のため，2022年度年次大会と第13回マイク

ロ・ナノ工学シンポジウムでの優秀研究発表に

対して，優秀講演論文表彰 4 件，若手優秀講演

表彰 11 件，若手優秀講演フェロー賞 10 件を授

与しました．  

・部門大会として第 13 回マイクロ･ナノ工学シン

ポジウムを，2022 年 11 月 14 日～11 月 16 日

に徳島市にて対面にて開催しました．FT との合

同セッションを始め 10 周年記念企画を実施し，

基調講演 6件，表彰講演 1件，一般講演 172件

の口頭発表が行われました．  

 

 

2022 年度マイクロ・ナノ工学部門賞，部門

一般表彰 

 

日本機械学会マイクロ・ナノ工学部門では，部

門賞，部門一般表彰として以下の方々を表彰す

るとともに，2022 年度年次大会と第 13 回マイク

ロ・ナノ工学シンポジウムでの発表を対象に以下

の方々を表彰いたしました． 

 

[部門賞] （3件） 

・ 研究功績賞：三宅 亮氏（東京大学） 

・ 技術功績賞：（株）メムス・コア 

・ 業績賞：竹内 昌治氏（東京大学） 

 

[部門一般表彰] （2件） 

・ 新分野開拓表彰：松田 佑氏（早稲田大学） 

・ 貢献表彰：安部 隆氏（新潟大学） 

 

[優秀講演論文表彰] 

機械学会年次大会，1件 

・伊佐野 雄司, 藤田 創, 村上 航輝, 倪 思捷, 

黒瀧 悠太, 高野 珠実, 磯田 豊, 松田 涼佑, 

中 村  史 香 , 西 躰  優 希 , Ochirkhuyag 

Nyamjargal, 井上 航太, 川上 寛樹, 大久保 

佑亮, 上野 和英, 藤枝 俊宣, 太田 裕貴 （東

京工業大学, 国立医薬品食品衛生研究所, 横

浜国立大学）「イオンゲルとポリマー薄膜を用い

た透明・高通気性温湿度センサの開発」 

マイクロ・ナノ工学シンポジウム，3件 

・冨樫 天, 平田 穂高, 江口 直哉, 向井 理, 

古川 太一, 丸尾 昭二 （横浜国立大学）「レー

ザー操作液滴を用いたマルチマテリアル 2 光子

造形法の開発」 

・竹之内 麻衣, 向井 理, 古川 太一, 丸尾 昭

二 （横浜国立大学）「青色光による導電性高分

子の光造形」 

・佐藤 拓, 金子 完治, 早川 健, 鈴木 宏明 

（中央大学）「空圧駆動マイクロピラーデバイスに

よる振動誘起流れの生起制御」 

 

[若手優秀講演表彰] 

機械学会年次大会，3件 

・Mohta Disha（東北大学）「高感度触覚センサ用

二次元配列型ダンベル形状グラフェンナノリボン

のピエゾ抵抗効果」 

・安倉 祐樹（京都大学）「半導体へき開面ナノギ

ャップにおける電界電子放出特性のギャップ間

隔依存性の数値計算による評価」 

・髙橋 飛馬（富山県立大学）「液体金属含有エ

ラストマーフィルムへの近赤外光照射による自在

な遠隔操作」 

マイクロ・ナノ工学シンポジウム，8件 

・加賀見 俊介（筑波大学）「マイクロバブル増強

型の腫瘍焼灼治療に向けた数理モデルの構築

と温度上昇の数値シミュレーション」 

・永野 箇実（九州大学）「原子間力顕微鏡による

電気分解ナノバブルの内圧の直接計測」 

・城内 健希（信州大学）「多段音響分離デバイ

スによるサイズ混合プラスチック微粒子濃縮回収

の検証」 

・武部 将弥（東京大学）「エレクトレットを用いた

皮膚貼り付け型エネルギーハーベスタ」 

・武田 侑大（京都大学）「熱伝導率の非線形温

度特性を利用したサーマルリザバーコンピュー

ティング」 

・山岡 詩菜（電気通信大学）「プラズモニック光

検出器を用いた分光法による複数種のガス計

測」 

・中川 大輔（東京農工大学）「応力集中を緩和

したキリガミ機構実装ナノペーパーのレジリエン

ス」 

・井上 航太（横浜国立大学）「電気二重層の電

荷量変調を用いた圧力センサの開発」 

 

[若手優秀講演フェロー賞] 

2022年度年次大会，3件 

・米山 遼太郎（中央大学）「単分散 GUV 内で

の均一 DNA ゲル形成」 

・山田 寛己（中央大学）「W/O/W ドロップレット

からのオイル層分離による単分散リポソーム作製

法の開発」 

・安木 大恭（京都先端科学大学）「NiAl 合金の

クラック生成に及ぼす B添加の効果」 

マイクロ・ナノ工学シンポジウム，7件 

・淺野 恭平（九州工業大学）「Bi-directional3ω

法を用いた塗膜の熱物性計測」 

・中村 凪（早稲田大学）「折り線を有する切り紙

構造における折り上げ方法の検討」 

・辻野 昇陽（中央大学）「ゲル電極を用いた透

明な誘電エラストマアクチュエータの作製」 

・日高 彰大（横浜国立大学）「シングル液滴トラ

ップによる大面積 2 光子マイクロ光造形法の開

発」 

・髙橋 晴菜（九州大学）「マイクロプラズマバブ

ルを用いたハイドロゲルへの金属堆積」 

・梅 世哲（京都大学）「温度勾配によって生じる

マイクロ粒子周りの流れの可視化手法の検討」 

・村田 貴彬（京都大学）「局在表面プラズモン共

鳴励起増強蛍光を利用した蛍光偏光型液体温

度計測ナノプローブの開発」 

 

 

マイクロ・ナノ工学部門関連国内学会報告 

 

第 13回マイクロ・ナノ工学シンポジウム 

https://www.jsme.or.jp/conference/mnm2

022/index.html 

第 13 回「マイクロ・ナノ工学シンポジウ

ム」を３年ぶりに対面で開催できたことは，



 

 

本シンポジウム実行委員会のメンバー各位や

FT事務局, 協賛いただいた学協会, スポンサ

ー企業の多大な努力と貢献によるものであり, 

まずこの場を借りて御礼申し上げます． 

今回は，部門設立 10 周年ということで記

念企画の準備や広報を進めてきましたが，お

かげさまで，参加登録者数 249名（有料分の

み）となり，投稿件数 179 件（2件の辞退含

む）とともに過去最大級となりました． 

本会議の１日目は，FT10 周年企画におけ

る合同招待セッション講演の１つとして東京

農工大学 花崎 逸雄 准教授より，「しなやか

な機能につながる応用力学」を企画しました．

その後，本部門設立 10周年記念企画として，

本部門設立に関わるエピソードを取り上げた

座談会「マイクロ・ナノ工学部門の夜明け前

〜専門会議時代の楽屋話」，引き続いて，本部

門を活性化発展させるメッセージとなる企画

「マイクロ・ナノ工学部門の活性化〜研究会

の作り方と活用法」を開催しました．後半の

企画として「センサ・マイクロマシンと応用

システム」シンポジウムと合同の若手企画と

して，「Pt.1 マイクロ・ナノの若手研究者／

技術者に期待すること」および「Pt.2「マイ

クロ・ナノが活きる道（学位取得からロール

モデル）」を開催し，約 100 名の聴衆が集ま

り，学生からも質問があり非常に盛況でした． 

本会議の 2日目は，メイン会場にて，基調

講演としてセイコーエプソン株式会社技術開

発本部 プロセス技術開発部 舟川 剛夫 氏

より，「機械式腕時計におけるエネルギー伝達

効率向上のためのシリコンがんぎ車」，表彰講

演として横浜国立大学大学院工学研究院教授 

丸尾 昭二 氏より，「マイクロ・ナノ 3Ｄプリ

ンティング： 技術の進歩と異分野融合イノベ

ーション」を企画しました． 

一般発表については，浜松大会と同じく，

全ての発表をポスターセッションとし, 3 日

にわたって，合計 177 件の発表が行われまし

た．かなり広い会場で実施されましたが，ど

のポスター発表も非常に盛況であり活発な討

論がされました． 

次回の Future Technologies＠熊本におい

ても，今年度以上に他学会との連携が強化さ

れ，さらなる「マイクロ・ナノ工学」の発展

に貢献するような学会となることを期待しま

す． 

(新潟大学 安部 隆) 

 

●今後開催される関連学会の紹介 

 

・第 14回マイクロ・ナノ工学シンポジウム 

https://www.jsme.or.jp/conference/mnm2

023/ 

第 14 回マイクロ・ナノ工学シンポジウム

は，2023 年 11 月 6 日（月）〜9日（木）の

期間，熊本の熊本城ホールで開催されます（テ

クニカルセッション 6～8 日，テクニカルツ

アー9日）．既に前回以上の投稿件数がありさ

らに盛況になりそうです．皆様の積極的なご

参加をお待ちしております． 

(新潟大学 安部 隆) 

 

 

●機械学会マイクロ・ナノ工学シンポジウム 10

周年企画報告書 

 

マイクロ・ナノ工学部門は，2012年４月に

機械学会 21番目の部門として新たに設立さ

れました。10周年となる 2022年，9月に富

山大学で開催された機械学会年次大会ならび

に 11月にアスティとくしまで開催された第

13回マイクロ・ナノ工学シンポジウムにおい

て，10周年記念企画を開催しましたので，こ

ちらでご紹介させていただきます．尚，本企

画は，三木が委員長を務める 10周年企画委

員会により企画されました．委員構成は，中

別府 2021年度部門長（明治大学），土屋 2022

年度部門長（京都大学），溝尻 2022年度年次

大会担当（長岡技術科学大学），安部第 13回

マイクロ・ナノ工学シンポジウム実行委員長

（新潟大学），塚本 2022年度部門幹事（東北

大学），そして特に中心的に活動していただい

た南 10周年企画委員会委員（山口大学），中

島 10周年企画委員会委員（熊本大学）です． 

機械学会年次大会では，部門発足 10周年

記念ワークショップ「マイクロ・ナノ工学の

10年間と将来展望」ならびに，先端技術フォ

ーラム「マイクロ・ナノ工学の最先端」を開

催しました．ワークショップでは，中別府

2021年度部門長の進行の下，専門会議の前の

準備委員会の委員長，2008年度専門会議委員

長も務められた佐藤一雄初代部門長に，部門

設立時の背景や，設立にかける思いについて

お話していただきました．そして，土屋 2022

年度部門長が，部門 20周年の予測について

ご講演された後，お二人に部門歴代幹事を加

え，苦労話や，今後の部門についてパネルデ

ィスカッションを行いました．設立当時を知

る世代にとっては，そのときの熱い志を思い

出す良い機会となりましたし，今後の部門を

背負っていく若い世代には良い刺激となった

と思います．先端技術フォーラムでは，歴代

の新分野開拓表彰者がマイクロ・ナノ工学研

究の今を紹介しました．マイクロ・ナノ工学

の新分野，分野横断という特徴がよく表れた

フォーラムだったと思います． 

 

部門発足 10周年記念ワークショップ「マイ

クロ・ナノ工学の 10年間と将来展望」 

司会：中別府 修（2021年度部門長） 

1. 佐藤 一雄（初代部門長）「部門設立にい

たる背景と設立の趣旨を振り返る」 

2. 土屋 智由（2022年度部門長）「部門 20

周年を予測する」 

3. パネルディスカッション 

パネリスト 

・佐藤 一雄 

・土屋 智由 

・米谷 玲皇（2017-18年度幹事） 

・太田 裕貴（2019-20年度幹事） 

・塚本 貴城（2021-22 年度幹事） 

 



 

 

部門発足 10周年記念先端技術フォーラム「マ

イクロ・ナノ工学の最先端」 

1. 永井 萌土（豊橋技科大）「細胞治療のた

めの超並列単一細胞加工技術の開発」 

2. 岩瀬 英治（早稲田大学）「硬く高性能な

材料を用いて実現する伸縮可能な電子デバイ

ス」  

3. 太田 裕貴（横浜国立大学）「DX を支え

るストレッチャブルマイクロデバイスの研究

開発」 

4. 秋山 佳丈（信州大学）「微小液滴を利用

した超瞬間凍結による細胞凍結保存技術の開

発」 

5. 幕田 寿典（山形大学）「超音波ファイン

バブル技術を活用した新材料・新プロセスの

創成」 

6. 森本 雄矢（東京大学）「マイクロデバイ

スと 3次元組織が融合したバイオハイブリッ

ドロボティクス」 

 

マイクロ・ナノ工学シンポジウムでは，設

立時の苦労話，想いの振り返りや，これから

の部門について考える 1部と，若手研究者や

技術者への期待やロールモデルを伝える 2部

構成で 10周年記念企画を開催しました。1部

の前半は，「マイクロ・ナノ⼯学部⾨の夜明け

前〜専⾨会議時代の楽屋話」と題し，部⾨化

に向けた⽴上げの苦労やハプニングなどを交

えた学びを振り返る座談会を，三木が座長と

して，マイクロ・ナノ工学専門会議初代委員

長の⼩寺秀俊名誉教授 (京都⼤学)，専門会議

の時代から幹事や運営委員会委員として，特

に企業の目線でご貢献された岡⽥亮⼆様 (グ

ローセル)，専門会議幹事や専門会議から部門

への移行時に幹事をされた宮崎康次教授(九

州⼤学)にご登壇いただきました．分野横断技

術部門の重要性と研究インフラの整備の重要

性，新しい産業の種，指針となることへの期

待が述べられました． 

後半は，部門の活性化の一方策として，組

織的な研究活動である研究会への参加と研究

のさらなる活性化を⽬指したメッセージが， 

マイクロ・ナノ機械の信頼性研究会幹事の生

津資大教授（京都先端科学大学），マイクロ・

ナノ医療デバイスに関する研究会幹事，未来

のセンサシステムに関する研究会主査の土肥

徹次教授（中央大学）から，研究会を通じた

研究活動や連携についての紹介がありました． 

 

【1部】「マイクロ・ナノ工学部門の始まりと

発展」 

パート１ マイクロ・ナノ工学部門の夜明け

前〜専門会議時代の楽屋話 

登壇者 

・小寺 秀俊 (京都大学) 

・三木 則尚 (慶應義塾大学) 

・岡田 亮二 ((株）グローセル) 

・宮崎 康次 (九州大学) 

パート２ マイクロ・ナノ工学分野の活性化

～研究会の作り方と活用法  

1. 生津 資大（マイクロ・ナノ機械の信頼性

研究会幹事）「研究会活動に思うマイクロ・ナ

ノ工学の未来−マイクロ・ナノ機械の信頼性

研究会の活動を通じて−」 

2. 土肥 徹次（マイクロ・ナノ医療デバイス

に関する研究会幹事、未来のセンサシステム

に関する研究会主査）「研究会のこれからと学

会活動の未来」 

 

2部では，「センサ・マイクロマシンと応用

システム」シンポジウムとの合同企画として

マイクロ・ナノ工学分野で学位を取得した多

彩な経歴を持つ方々をお招きして講演を行い

ました．前半は，「マイクロ・ナノの若手研究

者／技術者に期待すること」と題し，機器・

試薬開発企業の視点で叶井正樹様（島津製作

所），宮崎真佐也様（HaKaL）から，これか

らの研究開発者に期待することについて説明

頂きました．後半は，「マイクロ・ナノが活き

る道（学位取得からのロールモデル）」と題し，

木内万里夫様（住友精密工業），繁富（栗林）

香織先生（北海道大学）にご登壇頂き，学位

取得に向けた取組みやその後のキャリアプラ

ン，経験など実体験を交えて伝えて頂きまし

た． 

いずれの企画においても，当時を振り返る

とともに，未来志向のお話を聞くことができ

ました．この 10年の間に，技術的にも社会

的にも大きな変化がありました。3Ｄプリン

タ技術の発展や，ChatGPTなどに代表され

る AI技術，実感できる地球温暖化とそれに

対するカーボンニュートラル…．新分野，分

野横断を掲げて設立されたマイクロ・ナノ工

学部門が，これからも新分野，部門横断であ

るように，今後の部門の発展を期待します． 

 

【2部】「マイクロ・ナノ工学の若手研究者の

キャリアプラン」（センサシンポとの合同企

画） 

パート１ マイクロ・ナノの若手研究者／技

術者に期待すること 

1. 叶井 正樹（株式会社島津製作所）「これ

からの研究開発者に期待すること（機器開発

メーカの視点で）」 

2. 宮崎 真佐也（株式会社 HaKaL 代表取

締役）「ベンチャーの実情と若手研究開発者に

期待すること」 

 

パート２ マイクロ・ナノ工学分野の活性化

～研究会の作り方と活用法  

3. 木内 万里夫（住友精密工業株式会社）「博

士課程に進むべきか」 

4. 繁富（栗林） 香織（北海道大学）「楽し

むことが好き！― 米国・イギリス留学，研究，

起業，子育て」 

(慶應義塾大学 三木 則尚) 

 

 

●分野連携企画報告と今後の予定 

2022年度 活動報告：  

・日本機械学会 2022年度 年次大会 富山 

2022年 9月 11-14日 

 



 

 

2022年度は，前年度に続き機械学会年次大

会において，バイオエンジニアリング（BE）

部門との連携を行いましたので，報告と今後

の課題を挙げたいと思います．マイクロ・ナ

ノ工学（MNM）部門と BE部門はこれまで，

年次大会において，各々の OS「マイクロ・

ナノ工学とバイオエンジニアリング」と「機

械工学に基づく細胞アッセイ技術」を開催し

てきましたが，2021年度から同 OSを「姉妹」

セッションとし，両部門の連携を深めるため

のプラットフォームに位置づけました．具体

的には，二つの OSの主担当部門を両部門で

毎年入れ替えて登録し，部門間の情報交換や

相互理解を促進しています．本分野連携企画

ではとりわけ若手研究者への還元を重視して

います．例えば，関連研究分野を代表する若

手研究者の招待講演を設けて，新しく先端的

な共同研究のきっかけ作りの場を提供してい

ます． 

若手研究者による招待講演企画においては

（ポスター参照），2022年度より，ダイバー

シティ＆インクルージョンを考慮し招待講演

者の一人は女性研究者を選出，新しい展開を

作る貴重な場とすることができました．さら

に，企業の若手技術者も招待し，産学連携を

促進しするきっかけとなりました．学会員で

はない研究者にも積極的に講演していただく

ことで，講演者には機械学会を知っていただ

き，また会員は新しい知識を得ることができ，

異なる知識を得て多方面から議論できたこと

は多くの実りがありました． 

2022年から両部門共同で優秀講演の表彰（優

秀講演論文表彰，若手優秀講演表彰，フェロ

ー賞）も行うことができ研究者の研究振興を

図ることができました．これまで，異なる部

門が共同で賞の決定や表彰をしている例がな

く，両部門の協力により実現可能となりまし

た．これらの熱意と努力により，両部門の全

体において本姉妹セッションへの認識が拡が

り，分野連携企画の柱として位置づけられる

に至っているのではないかと思っています．

表彰は 2023年の Future Technologies で行

うことになっています． 

若手の招待講演は好評であり，今後より多

くの方に参加していただくために， 4名の招

待講演を OSの一部ではなく，先端技術フォ

ーラムとして申請しました．招待講演者に学

会参加費など自己負担費用していただいてい

ますが，先端技術フォーラムにおいて招待者

とすることで，自己負担の軽減にもつながり

ます（2023年度年次大会にて先端技術フォー

ラム企画は採択され，2023年 9月 4日午後

に開催されました）． 

2022年度年次大会からの課題として，2つ

の OSの講演は同一日開催となってはいまし

たが，ポスターセッションは別日（2日前）

に設定されており，ポスターセッションの参

加者が少なくなってしまった点です．2023

年度大会においては，同日か前後の日程に設

定していただけるよう，両部門の年次大会担

当者に明確に伝え，大会開催者に協力しても

らいました（2023年度大会では改善され，連

日の設定となっていました）． さらに，過去

2年度の本企画には，多くの参加者が集まり，

部門間交流が着実に進んでいますが，次年度

以降も継続的に発展できるかが今後の課題で

す．今回の部門連携企画において多大なサポ

ートをいただきました「日本機械学会分野連

携企画」へ，心より感謝申し上げます． 

 

2023年度活動内容，今後の予定： 

・ロボティクス・メカトロニクス 講演会 

2023 in Nagoya（名古屋，2023年 6月 28日

-7月 1日）    

・日本機械学会 2023年度 年次大会 （東

京，2023年 9月 3-6日） 

・Future Technogies from KUMAMOTO 第

14回 マイクロ・ナノ工学シンポジウム（熊

本，2023年 11月 6-9日）    

今後の予定として，11月 6日(月) 第 14回

マイクロ・ナノ工学シンポジウム内において，

情報・知能・精密機械部門との連携企画

「MEMSデバイスの最新研究と応用技術（慣

性センサ）」として特別講演が予定されていま

す．詳細は，MNMの website から確認でき

ます．皆様ぜひ参加頂けますと幸いです． 

（北海道大学 繁富（栗林）香織） 

 

部門登録のお願い 

2015 年にマイクロ・ナノ工学部門は，関係各

位のご尽力により，機械学会の正式部門として

認定されました．前身であるマイクロ・ナノ工学専

門会議としての 5 年間の活動をベースに，幸先

の良いスタートを切ることができました．しかしな

がら，部門化にあたりまして専門会議への登録

会員が全てリセットされ，また会員数ゼロ名から

のスタートとなりました．是非，皆様におきまして

は登録をお願いいたします．登録には以下の方

法があります．ご参考ください． 

 

【機械学会ウェブサイトからの登録】 

(1) 中央最下段にある２段のマスのうち，左上の

「会員のページ」に入る． 

(2) 会員番号（会員証をあらかじめ用意），パス

ワード（「忘れた方はこちら」というタブもある）を

入力する． 

(3)「マイページ」というページに入るので，「会員

情報管理」というタブをクリック． 

(4)「会員情報編集：会誌通信区分」というページ

に入るので，氏名の真下にある４つの青色タブ

のうち一番右はし「部門登録」をクリック． 

(5)１位から５位までの枠内に，出来れば２位，３

位以内に「マイクロ・ナノ工学部門」を入れてくだ

さい．皆様のそれぞれのご専門がまず第１位部

門，その次に，他部門との協働の場になる「マイ

クロ・ナノ工学部門」を位置付けていただければ

幸いです． 

 

【電子メールによる登録】 



 

 

電子メールにて，henko＜@＞jsme.or.jpまで，下

記のようにご連絡ください． 

---------------------------------------- 

会員データ変更  E-mail：henko@jsme.or.jp 

 ※E-mail で登録手続きをご希望の場合，上記

アドレスまで次の事項を記載してご連絡下さい． 

 ・件名：マイクロ・ナノ工学部門登録希望 

 ・氏名 

 ・会員番号 

 ・登録順位：正員の場合は第１～5 位（最大）ま

ですべて記載して下さい． 

---------------------------------------- 
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